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1892年 明治25 ― 市制施行
1901年 明治34 編入 上川淵村北部
1954年 昭和29 合併 上川淵村，下川淵村，芳賀村，
南橘村，桂萱村，東村，元総社
村，総社町
1955年 昭和30 編入 清里村，木瀬村西部，新高尾村
の一部
1957年 昭和32 ― 木瀬村東部と荒砥村が合併し城
南村成立
1957年 昭和32 編入 城南村西部
1960年 昭和35 編入 玉村町北部，城南村南部
1967年 昭和42 合併 城南村
2004年 平成16 合併 大胡町，粕川村，宮城村
2009年 平成21 合併 富士見村
表２　本稿の地域区分
















































































































































































































































































































































































































































































































































職工数生糸 玉糸 撚糸 その他
水車のみ 53 1 5 44 3 680 12.8
水車以外 66 24 15 4 23 3,876 58.7
水車併用 11 7 1 2 1 789 71.7
動力なし 43 3 24 1 15 707 16.4
































































































































































分 と の つ な が り
や，解決の方向性
を追究する〉
□現在の前橋市の中心市街地もしくは他の地域における活性化
のための取り組みを調べ，それらが，産業や生活文化とどの
ように関わりがあるのかを考える。
○現在はだれがどのような取り組みをしているのか。
・これまで続けてきた取り組み
・市民の取り組み
・商業関係の取り組み
・地元企業の取り組み
・市の取り組み
・様々な取り組みを挙げさ
せ，各々の取り組みの主体
を明らかにさせ，それらが
人々や場所，産業にどのよ
うな影響をもたらすのか考
えさせる。
Ｃ学習課題の解決 （３～４時間）
学習課題の解決策
の検討・提案
□前橋市中心市街地のフィールドワークを行い，前橋市の歴史
と現在をつなぐものや，取り組みについて考察する。
□現在の取り組みも活かし，より多くの人々や団体を含めて取
り組めるものを提案する。
○どうしたら前橋市の中心市街地をより良くできるのか。
・実際に中心市街地を歩く
ことで，人・場所・自然
（川）と歴史のつながり
や，活性化に向けた取り組
みを観察し，よりよい在り
方を考えさせる。
学習問題の解決策
の評価（・実行）
□提案された解決策を，互い（できれば第三者も含め）に評価し
合い，最も実現可能な解決策を選択・判断する。
○提案された解決策のうち，より実現可能な解決策はどれか。
・１時で挙げた諸課題の解決
ができ，総合的によりよい
市街地をつくれるものを評
価させる。
30 宮崎沙織・関戸明子・今井貴秀
決」（「解決策の提案・検討」→「解決策の評価（でき
れば実行）」）としている。
　ここまで整理してきた内容と単元構成の基本的な考
えを踏まえ，単元名を「前橋市の中心市街地のあり
方」、単元を貫く学習課題は「どうしたら前橋市の中
心市街地をより良くできるのか」とした。単位時間数
は，最低６時間～最大９時間を想定した。以下，表４
に基づき，各時の特色や留意点を説明する。
　「Ａ学習課題の設定」では，前橋市の中心市街地の
現状と課題を扱い，学習課題を設定した上で，学習計
画を立てる。特に，現状と課題については，前橋市全
体のスケールから中心市街地を捉えたい。具体的に
は，２章で示した内容や，中心市街地の空き家問題や
人口減少などである。学習計画については，これまで
の前橋市の人口に関わる資料の読み取りを通し，中心
市街地の発展期への着目を促したい。
　「Ｂ学習課題の探究」では，３～４章で述べた内容
を基盤に，連合共進会を通して，人々や場所，産業に
どのような影響を及ぼしたのか，追究させ，前橋市の
中心市街地の発展における連合共進会の意味や価値に
ついて，考えさせる活動と，現在の活性化に向けた取
り組みを調べる活動に分ける。
　「Ｃ学習課題の解決」では，まず，フィールドワー
クを取り入れ，実際に中心市街地を歩くことで，人・
場所・自然（川）と歴史のつながりや，活性化に向け
た取り組みを観察し，より良いあり方を考えさせる。
終末では，解決策を提案し，最も実現可能な解決策を
選択・判断させる活動を行わせたい。
６　おわりに
　本稿では，中学校社会科地理的分野及び高校地理総
合の地域学習として地域（中心市街地）のあり方を考
える際に，過去から現在にかけての地域の発展及び
変容に着目させることで，できるだけ多くの人々や団
体，企業が参加できる場づくりがよりよい地域形成に
つながる価値への気づきを重視した。そして，そのよ
うな単元を開発する際には，地域を歴史的に考察する
歴史地理学の成果を利用できることを示した。
　ロードサイドショップや大型ショッピングセンター
の郊外への進出，学校や病院の郊外移転等により，地
方都市の中心市街地のあり様は急速に変化している。
そのような中，現代の子どもたちにとって，中心市街
地は，どのような存在だろうか。本稿では，中学・高
校の生徒たちにとっての「中心市街地」の認識につい
ては調査できなかった。今後は，生徒の実態も踏まえ
て単元を改善していく必要があると考える。
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［注］
１）本稿の２～４章については，関戸・今井（2019）のⅡ～Ⅴ
章をもとに，図の入れ替え，文章の再構成を行ったもので
ある。
２）主な歴史的事項は，前橋市史編さん委員会（1978）によ
る。
３）当時は「聯合」共進会と表記されていたが，本稿では「連
合」を用いる。この連合共進会の詳細については関戸
（2008）を参照。
４）需要家数は1921年から1922年に５万戸余減少している。両
年を比べると，東京電燈が44,365戸の減少となっているほ
か，1921年に14,864戸であった烏川水力電気が1922年に記
載されていない。
５）以下の記述は，群馬県史編纂委員会（1991），群馬県史編
纂委員会編（1989），萩原（1986），丑木・宮崎（1989），
前橋市史編さん委員会（1984）などによる。
６）撚るとはねじり合わせることであり，撚糸業は一本の糸を
複数撚り合わせて糸にしたり，糸に撚りをかけたりする業
種のことである。
７）撚糸は１ｍ間に撚る回数によって，甘撚糸（約300回）・並
撚糸（約1000回）・強撚糸（約3000回）に分類される。織
物の種類によって必要とされる撚りの強さが異なり，並撚
糸は銘仙などの一般向け織物に多く使用された。また桐生
織物などの高級織物には強撚糸が用いられることが多い。
８）「平成29年度 食料・農業・農村の動向　トピックス３「明
治150年」関連施策テーマ　我が国の近代化に大きく貢献
した養蚕」http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h29/
h29_h/trend/part1/pdf/c0_1_07.pdf
９）玉糸とは，２匹以上の蚕が一つの繭を作った「玉繭」から
繰糸した糸のことである。節が多いため屑糸とされ，高級
織物には用いられず，一般向け織物に用いられた。
10）1914年の『群馬県統計書』では，職工数５人以上の工場に
ついて，工場名や職工数，主要製品，使用動力源などが記
載された個別工場の一覧が掲載されている。なお，製糸工
場には，玉糸を主要製品とする工場を含めた。
11）1910年は営業税14円以上，1915年は営業税10円以上，1931
年は営業収益税５円以上を納めるものを掲載している。
 （みやざき　さおり・せきど　あきこ・いまい　たかひで）

